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中山山脈の文化を探る ⑤ 

 

  

津 軽 考 古 学 会 

会長 秋 元 省 三 

藤原景房から光房、顕房、顕藤、藤光、藤正、安房、藤
安を経て行安にいたつたが、 天正 6年7月20日主家浪岡落
城後『浪岡亡ぶといえども吾は屈せず』 と孤立無援の小館

にたてこもり、亡君の恨みを晴らすべく最後まで為‘I’出支
う決心をした。 

行安は小城主ではあるが、性剛胆、義勇の人であー）！一。 

そこで為信は敵ながらあつばれな人物なので武力にIJ「一くン
ことを避けて味方につけようとしたが、彼の志はかたく、 

頑として応じないので遂に高館城攻めを決行した。 

天正7年 4月、 為信は石田義綱を主将に五百騎の軍勢に

攻めさせたが長者森のふもとで高館城の奇襲にあい敗走し

た0 

第一回の高館城攻撃に失敗した大浦勢は、 この月のうち

に津島金右衛門を大将として総勢一千騎をもつてふたたび

攻めた。 がこんどは7イスを味方に引き人れての奇朔1f! 

に引つかかり又もや敗北してしまつた。 

小敵とあなどつた為信も、再度の敗戦によつて、軍兵の

痛手が大きかつたので、しばらく飯詰攻めを放棄した。 

彼等を愚弄すること実に11年、南部のために万丈の！く（を

吐いた快男子朝日左衛門尉藤原の行安も、天正16年6 月18 

日飯詰村の男子を総動員して僅か三百の小勢をもつてI [I（音

の大浦軍と最後の一戦を交えたが衆寡敵せず遂に刀折れク、 

尽きて城を枕に全減した。その壮烈さは鬼神をも泣か L 」’ 

にはおかぬものがある0. 

赤

城
農

林
r沃
臣

来
五
 

市
町
村
の
要
望
聞
く
 

津

軽
林

道

も
陳

情
 

青
森
市
で
開
か
れ
た
『

一
日
内

閣
」
に
出
席
し
た
赤
城
農
林
大

臣
は
八
日
津
軽
地
方
の
視
察
と

各
市
町
村
の
要
望
を
聞
く
た
め

今
井
東
北
農
政
局
長
、
福
森
青

森
営
林
局
長
を
と
も
な
い
来
五

午
前
十
時
四
十
分
か
ら
中
央
公

民
館
で
津
軽
地
方
各
市
町
村
長
 
 

か
ら
の
陳
情
を
受
け
ま
し
た
。
 

赤
城
農
相
は

『
津
軽
地
方
に
来

て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
農
地
構

造
な
ど
の
遅
れ
で
、
こ
れ
は
土

地
基
礎
、
土
地
改
良
な
ど
に
重

点
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
う
し
た
基
盤
の
造
成
と
開
発

は
私
も
共
に
声
す
る
と
こ
ろ
で
 

あ
り
強
力

に
推
進
す

る
様
努
力

し
た
い
と

思
う
』
、
 

と
あ
い
さ

つ
金
木
町

車
力
村
、
 

深
浦
町
な

ど
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
陳

情
を
受
け

た
が
、
こ

れ
に
対
し

て
赤
城
農

相
は
今
回

の
陳
情
を

み
て
も
全

国
的
な
遅

れ
を
み
て

お
り
、
津

軽
地
方
開
 
 

発
の
た
め
に
努
力
を
払
い
、
開

発
に
活
を
入
れ
た
い
と
語
つ
た

ま
た
懇
談
会
の
席
上
で
も
佐

々
木
市
長
ら
各
町
村
長
と
身
近

か
に
懇
談
し
、
陳
情
内
容
の
具

体
的
な
問
題
に
聞
き
入
つ
て
い

た
、
な
お
赤
城
農
相
は
午
後
一

時
弘
前
市
に
向
け
出
発
し
ま
し

た
同
日
当
市
か
ら
赤
城
農
相
に

陳
情
さ
れ
た
内
容
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
 

津
軽
半
島
縦
貫
林
道
の
設
鳳
 

『
地
元
営
林
局
を
通
じ
て
陳
情

を
お
こ
な
つ
て
い
る
が
同
半
島

の
国
有
林
野
は
八
万
五
千
町
歩

で
蓄
積
も
莫
大
で
あ
り
同
道
路

の
設
置
に
よ
つ
て
森
林
資
源
の
 

田
 
町
第
一
 

納
 

納
税
貯
蓄
組
合
法
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
今
年
四
月
で
十
二
年
に

な
り
ま
す
が
、
現
在
市
内
の
組

合
数
が
一
四
四
、
ほ
と
ん
ど
の

町
内
、
部
落
に
設
立
さ
れ
、
す

ぐ
れ
た
納
税
成
績
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
田
町
第
一
納
税
貯

蓄
組
合
（
組
合
長
村
上
純

一
氏
）
 

で
は
、
去
る
八
月
二
十
一
日
組

合
長
宅
で
設
立
十
周
年
記
念
式

を
行
な
い
、
組
合
の
育
成
運
営

に
功
労
の
あ
つ
た
次
の
方
A
を

表
彰
し
ま
し
た
。
 
 

開
発
が
な
さ
れ
る
が
、
ま
だ
具

体
的
な
線
が
出
さ
れ
で
・い
な
い

の
で
早
急
な
調
査
を
要
望
し
た

い
』
と
の
内
容
で
す
。
 

相
撲
と
排
球
優
勝
 

・
・主
目
年
大
会
・

・
・
 

勤
労
青
年
の
祭
典
、
第
十
二
回

青
森
県
青
年
大
会
は
さ
る
七
、
 

八
の
両
日
南
郡
大
鰐
町
で
開
か

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
に
参

加
し
た
市
青
年
団
協
議
会
の
相

撲
と
男
子
排
球
チ
ー
ム
が
み
ご

と
優
勝
、
十
一
月
上
旬
東
京
で

お
こ
な
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
が
き
ま
り
ま
し
た
。
 

貯
 
で
 

こ
の
組
合
は
昭
和
二
十
八
年

七
月
十
五
日
、
栄
町
、
田
町
を

区
域
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
が

範
囲
が
広
い
た
め
昭
和
二
十
九

年

一
月
田
町
第
二
納
税
貯
蓄
組

合
を
分
離
し
今
日
に
至
つ
た
も

の
で
、
組
合
運
営
の
理
想
的
な

形
と
さ
れ
て
い
る
輪
番
集
金
を

実
施
し
効
果
を
あ
げ
て
い
る
模

範
組
合
で
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

馬毒』醐 

設
立
十
周
年
記
念
式
 

須小 

田表 

郷桐彰 

彦惣者

次 

一郎 



小田桐源太郎（57) 

業

田

現
 

農

桜
無

鉄
①

②
⑧
 

業

山

新

一
」

」
 

農

金

無
 

①

②
③
 

業

川
前
 

農
藻
無
 

①

②
③
 

渋谷守夫 （34) 

高橋文治（38) 

昭 (35) 

  

(2) 

    

m
の
発
展
と
巾
民
生
活
に
直
接
つ
な
が
る
、
最
も
身
近
か
な
ル

議
会
議
員
選
挙
は
七
日
お
こ
な
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
八
日

午
前
二
時
す
ぎ
三
十
名
の
新
し
い
議
員
が
き
ま
り
ま
し
た
o
 

な
お
今
回
の
選
挙
の
有
権
者
数
は
二
八
、
三
六
〇
人
、
投
票

者
数
二
五
、
三
〇
七
人
、
殺
票
率
八
九

・
二
三
％
、
有
効
票
一
一

五
、
 一
九
〇
票
、
無
効
票

一
一
七
票
で
し
た
。
 

 

氏
名

（
年
令
）
①…
職
業

②
ー
住
所
③

…
所
属
 

(48) 	‘古川篤三郎 （54) 
婦 	①会社重役

町 ③大 町 

現 ③無 元 

木村勘一郎 （45) 
①会社重役 

実（35) 

竹谷多次郎 （44) 

平内 （51) 

元
 

婦
町

現
I
 

カ
産
端

タ
 器

認
 

鶴谷初太郎 （57) 

業
町

現

設
 

建

旭

無
 

①

②
③
 

3
7員
町

現

昇
社
端
 

会

川
無

融
①
③

③
 

業

川
新
 

農

藻

無

①

②

o
 
 

町

新
 

元

無
 

①

③
 

福士孝一 （47) 

業

野

現
 

農
高

無
 

①

②
③
 

業

川
現
 

農
漆

無
 

①

②
③
 

、
I

ノ
 

3
4員

町
新
 

社
 

一
ニ
 
口
生
 

に
通

J
 

昭

日
弥

無
 
 

業

町

新
 

設

鳥
 

建

幾

無
 

郎
①

②

③
 

業
柳

現
 

・

‘
笠
 

農
唐

無
 

①

②

③
 

業

館

現
 

ツ
 

農

七

無
 

①

②
⑧
 

α

業

詰

現
 

士

ロ
 

旧

農

飯
無

鶴
①

②
③
 

業
尾

前
 

野
 

農
水

無
 

森
①

②
③
 

~ 	~ 
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秋元久吉 （57) 
①会社重役 

②上平井町 

③無 現 

笹森柾五郎 （61) 	寺田義雄 Gめ 



優
良

納
税
者
 

表
彰
式
日

程
 

市
の
昭
和
三

十
七
年
度
優
良

納

税
者
の
表
彰
式
を
つ
ぎ

の
日
程

で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

二
十
一
日
午
前
九
時
三
十
分

七
和
地
区
（
七
和
中
）
、
午
前
十

時
長
橋
地
区
（
長
橋
中
）
 

二
十
三
日
午
前
九
時
三
十
分

松
島
地
区

（
松
島
支
所
）
、午
前

十
時
飯
詰
地
区
（
飯
詰
支
所
）
 

二
十
五
日
午
前
九
時
三

十
分

毘
沙
門
地
区

（
毘
沙
門
小
）
、午

前
十
時
中

川
地
区
（
中
川
中
）
、
 

午
後
一
時
三
好
地
区

（
三
好
支

所
）
午
後
一
時
三

十
分
小
曲
地

区
（
小
曲
集
会
所
）
 

二
十
六
日
午
前
九
時
三
十
分

梅
沢
地
区

（
梅
沢
支
所
）
、午
前

十
時
栄
地
区
（
栄
支
所
）
、
午
後

一
時
五
所
川
原
地
区
（
公
民
館
）
 

！
、
‘
ノ
、
“

"
"
"
"

‘
《
‘
【
「
，
 

＜稲 	作＞ 

①水のかけひき…水の必要な時期は出穂後30日前後とされているが

一般に落水が早められているが、排水の悪いところ、倒伏のおそ

れがあつて一時落水しても台風時、とくに風台風のときには深水

にし稔実がおかされないようにしましよう。 

②ひえの抜きとり…ひえは脱粒し易いから抜きとつて焼き捨てるよ

うにしましよう。 

③病害虫防除…くびいもち病の発生が多い場合は落水を一週間程度

おくらせるょうにし、イネコアオムシ'7ワョトウの異常発生に

も注意しましよう0 

台風と倒伏に 

備えた管理を 

--―~― 

＜ り ん ご＞ 
農薬による病害虫の防除は一応終つたがこのあと場合によつてはョ

コバイの襲来をうけるかもしれないが、そのときは、テナポンか、 

DDT水和剤で防げます。手入ををよくし台風による被害を最小限

度におさえられるよう努力しましよう。 

①各品種の除袋前後には必ずコナカイガラ誘殺のバンド巻きをおこ

なう。亜主枝程度の枝に古縄、古むしろ、麻袋、ダンボールなど 

7 ---8センチに切り強く巻いておきましよう 

②無袋果着色手入とナメリ防止にりんごの実を被つている葉をかる

く摘みとつてやるようにしましよう。 

③台風の襲来には、なり枝の抵抗を弱め支柱を取り除き、縄を切つ

て枝を自由にしてやるとよいでしよう。 

④落果防止剤は強風にも相当な効果がありますので、あらかじめ散

布した方がよいでしよう。 

(3)  
一
 

一
 

一
  以

 m
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保 （48） 	秋田繁昌 （62) 

①農 

②七nソ 

③無 

①
 

西
 

葛
 

業
館
現
 

業
里
元
 

農
野

無
 

①

②
③
 

護難 
阿部保信 （49) 

①医 師

②羽野木沢

③無 新 

外崎彦太郎 〔5g) 

③
 

羽

無
 

業

泊
現
 

農

中
無
 

①

②
③
 

島村種次郎 （58) 

業
打
現

建
‘
刀
 

土
太
無
 

①
②
③
 

前田重太郎 （68) 

業
田
元
 

農
梅
無
 

①

②
③
 

，二 

和
 
II田 新 （37) 

①土 建 業

②下平井町

③無 現 

土岐伝吉 （45) 

①青地曹鷲斗 
②原 子 
⑧無 現 

西谷美佐雄 （52) 

成田修治郎 （56) 

①商 業

②布 屋I 町

⑧無 

原田市太郎 (37) 

葛西米作 （52) 

畑

①
②
③
 

土
下
無
 

町
新
 

業
町
現

食
 

飲

東
無
 

①
②
③
 

業
館
元
 

ツ
 

農

七

無
 

①

②
③
 

業
子
現
 

商
原
無
 

①
⑨
③
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「
 
心
臓

部
の
圧
迫
感

ま
た
は
落
痛
息
切
 

れ

（
呼
吸
困
難
）
 

お
よ
び
動
惨
が
あ

つ
た
り
、
脈
に
不

整
ま
た
は
足

に
む

く
み
が
来
た
り
す

る
時
は
一
応
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
 

さ
い
。
特
に
指
先
や
口
唇
が
紫
 

色
に
な
る
人
は
先
天
性
心
臓
疾
 

患
が
疑
わ
ま
れ
す
。
 

心
が
ま
え
と
し

て
は
、
安
静

を
守
る
事
で
あ
り
、
食
事

は
消
 西

北
中
央
病
院
第

一
内
科
 

医
長
 
小
 
杉
 
寛
 
信
 

化
の
し
易
い
物
を
と
る
こ
と
で

す
。
消
化
の
し

難
い
食
物
を

多

量
に
と
る
と
消
化
に
要
す
る
労

力
を
増
し
、

心
臓
の
負
担
を
重

く
し
胃
の
充
満
は
横
隔
膜
を
挙

上
し
て
直
接
に

心
臓
の
運
動
を

妨
げ
る
。
 

ま
た
特
別
に
大
切
な
事
は
塩

分
を
制

限
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
浮
腫
の
あ
る
人
は
と
く
に

減
量
し
て
く
だ
さ
い
。

食
事
の

時
間
も

規
則
正
し
く
し
す
べ

て

消
化
の
し

易
い
も
の
を
小
量
ず

つ
分
け

て
と
り
、

と
く
に
就

寝
 

前
に
は
胃
を

充
満
し

な
い
よ
う

に
注
意
し

ま
す
。
 

脂
肪
も
動
物
性
脂
肪
を
制

限

し
植
物
性
脂
肪
を
使
用
し
、

そ

の
他
野
菜
、
果
物
も
大
切
で

す

ま
た
辛
子
料
た
る
わ
さ
び
、

唐

辛
子
等
は
さ
け
、
 コ
ー
ヒ
ー
、
 

緑
茶
は
度
を
過
さ
ぬ
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

酒
も
小
量
な
ら

無
害
、
喫
煙
は
冠
状
動

脈
疾
患

の
あ
る
人
は
禁
煙
し

た
方
が
よ

い
、
ま
た
息
切
れ
、
ど
う
き
、
 

心
臓
部
圧

迫
感
等
の
症
候
を

も

つ
た
人
で
も
心
臓
神
経
病
の
如

き
も
の
も

あ
る
の
で
、
心
電
図

そ
の
他
の
精
密
検
査
が

必
要
で

あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
 

心
 
臓
 
の
 病
気
 

西
北
五
し

尿
処

理

場
 

一
日
四
〇
〇
石
を
処
理
 

完
成

予
定
は
来
春
 

人
 

一
市
四
町
組
合
立
西
北
五
衛
生

組
合

（管
理
者
佐

4
木
五
所
川

原
市
長
）
 の
し
尿
処
理
場
は
昨

年
十
月
よ
り
株
式
会
社
新
潟
鉄

工
所
が
総
工
費
一
億
七
〇
〇
万

円
で
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

こ
の
し
尿
処
理
方
式
は
加
温
式

と
い
つ
て
集
収
さ
れ

て
き
た
し

尿
を
投
入
槽
に
入
れ
こ
れ
を
破

砕
機
に
か
け
細
く
破
砕
し
ま
す

こ
れ
を

一
旦
貯
留
槽
に
送
つ

て

次
に
第

一
消
化
槽
叫
送
り
ま
す

第

一
消
化
槽
に
は
十
五
日
間

撹
伴
し
な
が
ら
摂
氏
三
十
五
度

程
度
の
熱
を
加
え
て
し
尿
の
組

織
の
分
解
を
し
ま
す
。
分
解
さ

れ
た
し
尿
は
上
澄
み
の
方
か
ら

第
二
消
化
槽
に
送
ら
れ
ま
す
。
 

こ
こ
で
は
第

一
消
化
槽
同
様
の

熱
を
加
え
、
撹
伴
せ
ず

に
消
化

さ
せ
ま
す
。
 

分
解
さ
れ
た
汚
泥

（
か
す
）
 

は
下
に
沈
澱
し
、
上
澄
み
の
水

分
だ
け
が
希
釈
調
整
槽
に
送
ら

れ
ま
す
。
 こ
こ
で
は
約
二
十
五

倍
の
水
で
薄
め
ら
れ
て
か
ら

つ

ぎ
の
撤
布
ろ
し
よ
う
に
送
ら
れ

ま
す
。
 

こ
こ
に
は
五
〇
ミ
リ
か
ら

一

〇
〇

ミ
リ
の
砕
石
を
積
み
重
ね

て
あ
つ
て
、

そ
の
上
部
を
ま
わ

る
四
本
の
ア
ー
ム

の
噴
射
ロ
か

ら
こ
の
砕
石
の

上
に
膜
状
に
撤

布
さ
れ
ま
す
。
 こ
の
と
き
空
気

中
の
酸
素

と
接
触
し

て
好
気
性
 

の
微
生
物

の
化
学
的

作
用
を
お

こ
し
て
よ

く
分
解
し

安
定
し

ま

す
。
 

つ
ぎ
に
こ

れ
を
最
終

沈
澱
槽
に

送
つ

て
浮

遊
す
る
微

粒
固
型
物

の
沈
澱
分

離
を
お
こ

な
い
、
清

澄
と
な
つ

て
塩
素
滅

菌
に
送
ら

れ
ま
す
。
 

滅
菌
槽
 
 

で
は
水
道
の
水
を
消
毒
す
る
と

同
様

の
塩
素
で
殺
菌
し
放
流
す

る
の
で
す
が
、
放
流
さ
れ

た
水

は
法
律
で
規
定
さ
れ
た
基
準
に

も
と
づ
く
も
の
で
農
作
物
や
魚

族
に
も
な
ん
ら
害
の
な
い

も
の
 

で
あ
り
ま
す
o
 

、
 

こ
の
し
尿
処
理
場

の
処
理
量

は
七
十
ニ
キ

ロ
リ
ツ
ト
ル
 （
四

〇
〇
石
）
で
、
第

一
消
化
槽
に

十
五
日
、
第
二
消
化
槽
に
十

五

日
で
、
三
十
日
処
理
と
い
つ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
消
化
槽
の
中
で
分
解
中
 
 

に
生
じ
た
メ
ク
ン
ガ

ス
は
ガ
ス

タ
ノ
ク
に
導
人
・
）
ぐ
れ
て
加
温

の

と
き

の
燃
料
に
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
量
は
東
地
地
方
の
よ
う
に

寒
冷
地
方
は
別
と
し

て
、
関
東

地
方
で

は
燃
料
は
ほ
ど
ん
と

こ

の
自
家
発
生
の
ガ

ス
で
充
分
ま

に
あ
う
状
態
に
あ
り
ま
す
。
 

な
お
現
在
の
工
事
の
進
ち

よ

く
状
況

は
全
体
の
四
十
％
程

度

で
本
年
度
中
に
は
ほ
ど
ん
と
工

事
も
終
り
、
冬
期
中
に
は
内
部

設
備
を
完
了

し
て
、
雪
解
け
早

々
事
業
開
始

の
予
定
と
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

狩

猟

講

習
会
 

2
2日
五

中
校
で
 

県
で
は
本
年
度
狩
猟

免
許
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
の
た
あ
、
九

月
二
十
二
日
五
所
川
原
中
学
校

で
狩
猟
講
習
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
 

講
習
会
の
受
付
時
間
は
午
前

八
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
、

講

習
時
間

は
午
前
九
時
半
か
ら
午

後
五
時
ま
で
と
な
つ

て
お
り
、
 

講
習
科
目
は
、
①
狩
猟
に
関
す

る
法
令
、

②
狩
猟
鳥
獣
の
判
別

③
狩
具

の
取
扱
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 

ま
た
受
講
者
の
資
格
は
青
森

県
知
事

の
管
轄
す
る
区
域
内
に

住
所
を
有
す

る
も
の
で
昭
和
」
1
 

十
八
年
度
中
に
狩
猟
免

許
（
甲

種
、
乙
種
、
丙
種
）
を
受
け

よ

う
と
す
る
人
で
す
。
 

な
お
申
込
み
手
続
き

に
つ
い

て
は
林
務
出
張
所
ま
た
は
市
役

所
農
林
商
工
課
、

各
支
所
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ

い
。
 

西
北
五
総
合

体
育

野
球
は

2
1・
2
2・
2
4日 

五
所
川
原
市
と
市
教
育
委
員
会

主
催
の
第
二
回

西
北
五
総
合
体

育
大
会

は
十
五
日
市
内
の
各
会

場
で
陸
上
競
技
、

卓
球
、
柔
道

な
ど
八
種
目
が
お

こ
な
わ
れ
ま

す
が
、

軟
式
野
球
の
み
二
十
一

二
十
二
、

二
十
四
日
の
三
日
間

北
斗
グ

ラ
ン
ド
で
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
 

二
 

一
 

一
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